
図
一平成 8年度一

1997 

大磯町郷土資料館

／ 



↑
 1

1
,
`
 ,t 

＞
 ．

 

目次

［事業報告］
庶務 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2 

・組織および職員

・運営委員会

•予算

・維持管理

・入館者
｝ゴ子云 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 4 

• 特別展

・企画展

• 学級・講座

・刊行物

・調査 ・研究

・博物館実習

・博物館資科の収集と利用

［研究報告］

大磯、平塚のムギプチ唄 ・唐臼挽唄

林 英一 ・・・・・・・・・・・・・ 14 

二宮町山西の民俗（ 1)

佐）11和裕．．．．．．．．．．．．． 18

｀ 



事業報告



I庶 務 I 

■組織および職員

教巴一色| 日ど巴竺長
石田和夫（～平成 8年10月） 吉川京男

福谷潤（平成 9年 2月～）

社会教育課
I 

課長今井正

郷土資料館
l l 

館長 山口進

館長補佐岩崎侯橘

庶務係長（兼）

主査／学芸員

主任主事／学芸員

主事／学芸員

岩崎侯橘

佐川和裕

國見徹

北水慶一

■運営委員会
〈委員の構成〉

•長岡泰次郎

・稲葉和也

•福井靖史

・広瀬利郎

• 石田和夫

・星野善三

・飯田善雄

区長会連絡協議会

文化財専門委員

学校長

社会教育委員

学識経験者

社会教育委員（～平成 8年 5月）

学識経験者（～平成 9年 1月）

〈委員会の開催〉

• 平成 8 年 5 月 10 日

• 平成 8 年10月 22 日

• 平成 9 年 2 月 21 日

平成 7年度事業報告、平成 8年度事業について

平成 8年度事業の進捗状況、秋季特別展の見学について

平成8年度事業の進捗状況、平成 9年度事業計画について

■予算
〈当初予勾の推移〉 単位：円

年 度 I平成 4年度 I平成 5年度 I平 成 6年 度 I平 成 7年 度 I平成 8年度

金 額 82,874,000 84,403,000 76,955,000 77,930,000 63,697,000 

〈平成 8年度決算〉

事
一
金

!<i運営事務 1 維持管理 1亡竺
額 8,635,413I 14,893,441 I 3,188,855 

特別展

2,112,360 

企画展

747,091 

教育普及

522,248 

単位：円

計

30,099,408 

口職員給与（31,734,284) 口委員等報酬（66,800) □公用車購入(1,686,439) 口歳出合計（63,586,931)
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■維持管理
〈委託業務〉

•総合清掃委託／ （株）フジワールド

・敷地管理委託／ （財）神奈川県公園協会

・警備委託／ （株）全日署

・自家用電気工作物保守点検委託／小島電気管理事務所

・消防用設備保守点検委託／ 相日防災（株）

・自動ドア保守点検委託／ （株）神奈川ナプコ

．昇降機保守点検委託／ ダイコ＿（株）横浜営業所

・空調設備保守点検委託／高砂熱学工業（株）横浜営業所

．浄化槽保守点検委託／ 湘南興業（有）

〈施設の修繕〉

・給水管振動・身障者トイレ給水調整工事／ 高砂熱学工業（株）横浜営業所

・モニターテレビ修理／湘南家電

・補修工作室空調機調整工事／ 高砂熱学工業（株）横浜営業所

・テーブルリフト点検修理／ ノムラテクノ（株）

■入館者
〈入館者の推移〉

平成 4年度 平成 5年度 平成 6年度 平成 7年度 平成 8年度

入館者数 40,994 37,882 37,565 35,014 31,218 

1日平均／開館日数 140/292 131/289 130/289 121/290 111/281 

〈月別入館者数〉

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

入館者数 3644 3004 2404 1937 1771 1619 4418 4782 1284 1600 

1 日平均 158 125 96 81 68 74 177 199 61 76 

〈見学・視業〉

4月 5月 6月 7月 8月
I 

9月 10月 11月 12月 1月

件 数 I 1 2 2 2 3 2 5 2 

゜
1 

〈研修室の利用〉

l 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

件 数 I 19 23 22 20 6 19 23 14 15 14 
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単位：人、日

累計（昭和63年～）

327,777 

134/2,429 

単位：人

2月 3月 合 計

2045 2710 31,218 

92 135 111 

単位：団体

2月 3月 合計

2 2 24 

単位：団体

2月 3月 合計

22 14 211 



■特別展
「おはあちゃんの針仕事」

期 間平成 8年10月13日（日）～11月17日（日）

開場日数 30日間

会 場企画展示室・回廊・休憩室

出品点 数 約200点

入場料無料

入場者数 6,719人

（趣 旨） 本来、衣服は繰り返して再生されるものだった。新

調された外出着も着古されると普段着や仕事着になり、また、

何度でも仕立て直しができるという和服の特徴を活かしてオシメや雑巾に至るまで姿を変えた。しかし、や

がて使い捨てを美徳とする時代を迎え、かつては誰でもできた洗い張りや仕立て直しという技術はもちろん、

その言葉さえも失われつつある。こうした状況の中で、昔ながらの精神を引継ぎ、古い着物や余り布を利用

して衣服を再生し続けている89歳のおばあさんの針仕事を紹介する。

（内 容） 着るため、使うために再生し、現在でも着用し愛用し続けられている、ハンテン、ソデナシ、チャ

ンチャンコや小物類など約200点を作業風景の写真パネルとともに展示した。

（担当）佐川和裕

「機織りの実演」

期 日平成 8年11月17日（日）午前11時・午後2時

会 場研修室

講 師大谷タケ氏

（趣 旨） 特別展を記念し、小型の機織機を使ってストールな

どを織る実演をおこなうとともに、参観者に機織りを体験して

もらう。

（内 容） 講師の機織り実演後、希望者を募って機織りを体験

してもらった。実演と体験は午前午後それぞれ 1回ずつおこな

い、延べ23名の方々が共同で 1本のストールを織り上げた。ま

た、会場には素材となるさまざまな糸見本や、数多くの完成品を合わせて展示し、機織りをおこなうまでの

作業工程を理解してもらう一助とした。なお、完成したストールは「手織りのストール展」として、体験者

の方々の氏名とともに、平成 9年 1月7日（火）～ 3月30日（日）の期間、エントランスホールにて展示をおこ

なった。

（担当）1 佐川和裕

■企画展
「アオハトと照ヶ崎」

期 間平成8年 5月26日（日）～ 6月 9日（日）

開場日数 12日間

会 場企画展示室

出品点数 29点

入場料無料

入場者数 1,498人

（趣 旨） 平成8年 2月、大磯町照ヶ崎は、全国的に数少ない

アオバトの海水吸飲の飛来地として、神奈川県天然記念物に指 ー

定された。その啓蒙を含めて照ヶ崎の自然を再考する。
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（内 容） アオバトの剥製、アオバトの海水吸飲行動やホバーリングの様子を写した写真パネルを展示し、
はく

アオバトの形態的特徴と特有の行動について解説を加えた。また、照ヶ崎で観察される他の鳥類の剥製も展

示した。

（担当） 北水慶一

「徳利」

期 間平成 9年 3月16日（日）～ 4月27日（日）

開場日数 35日間

会 場企画展示室
`r,,.. 

， 

出品点 数 約50点 ＇ 
入 場料無科

入場者数 4,616人 ＇奇 一ー＇‘ -一
（趣 旨） 近世から近現代に到るまでの陶磁器のうち、人々の

生活と深く結びつき展開してきた酒器「徳利」を視覚的に捉える。

（内 容） 寄贈資科として受入れた近代の資料を中心に、近隣

における発掘調査によって得られた近世の査料など50点余りを展示した。

（担当 ）國 見徹

■学級・講座
〈自然観察会〉

「アオバトの生態観察」

日時平成 8年6月9日（日）

会場照ヶ崎海岸

講師 田端裕氏（日本野鳥の会神奈川支部幹事）

参加者 17人

（内容） アオバトの海水吸飲行動の様子を観察。ハシボソミズ

ナギドリなど照ヶ崎で見られる鳥類についても観察することが

できた。

（担当） 北水慶一

「植物採集と押し葉標本の作成」

日 時平 成8年10月17日（木） ・24日（木） ．31日（木）

会場研修室、城山公園

講 師北水慶一 （当館学芸員）

参加者延べ30人

（内容） 植物採集、押し葉標本の作成を通して、植物の分類方

法を紹介した。

（担当） 北水慶一

「木の実、落ち葉を使ってク リスマス リースをつくろう」

日時平成8年12月14日（土） ・15日（日）

会 場研修室、城山 公 園

講師 中山和也氏（獣医師）

参加者延べ46人

（内容） クヌギ、コナラ、シラカシ、スダジイなどの落ち葉や ふ

木の実の特徴を学びながらクリスマスリ ースを作成した。

（担当） 北水慶一
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〈子ども歴史教室〉

「Theきんじろう」

日時平成 8年 8月7日（水） ．8日（木）

会場研修室、小田原市内

講師木龍克己氏（報徳博物館学芸員）

参加者延べ29人

（内容） 江戸時代に活躍した二宮金次郎の生涯と、金次郎像

（銅像）の秘密を探っ た。 1日目は r金次郎像の不思議』をテ

ーマに講義をおこない、 2日目は r史跡めぐりJとして金次

郎ゆかりの地を巡った。

（担当） 佐川和裕 ・國見 徹

〈民俗実習講座〉

日時平成8年 9月 6日（金）

会場研修室

講師土方考策氏

参加者 8人

（内容） ワラゾウリづくりを通して、郷土の伝統技術を体験、

継承する。博物館実習のカリキュラムに組み入れ、若い世代

を対象として実施した。

（担当） 佐川和裕

〈郷土史講座〉

「衝突する伊豆半島と地笈」

日時平成9年 2月8日（土） ・15日（土）

会場研修室

講師平井昌行氏（寒冷地形談話会会員）

参加者延べ148人

（内容） 大磯を中心とする西相模の活断陪や、懸念されてい

る小田原地笈について、また、地裳予知や地盤と地裳動被害、

家屋の点検などについての基本的な知識や情報を分かりやす

く解説した。

（担当） 佐川和裕

■刊行物
・企画展チラシ「アオバトと照ヶ崎」

・年報一平成 7年度一

・常設展リーフレット「消えゆく生き物たち」

• Reportー大磯町郷土査料館だよりー14号

• 特別展チラシ「おばあちゃんの針仕事」

• 特別展ハガキ「おばあちゃんの針仕事」

• 特別展ボスター「おばあちゃんの針仕事」

• 特別展図録「おばあちゃんの針仕事」

・企画展チラシ「徳利」

• Reportー大磯町郷土賓料館だよりー15号

・企画展図録「土器が語る弥生時代の湘南」

B5版ー 1,000部（平成 8年 5月刊）

B5版 28頁 800部（平成 8年 8月刊）

B5版 4頁 4,000部（平成 8年 9月刊）

B5版 12頁 2,000部（平成 8年10月刊）

B5版ー 4,000部（平成 8年10月刊）

A6版ー 400部（平成 8年10月刊）

A2版ー 400部（平成 8年10月刊）

A4版 28頁 700部（平成 8年10月刊）

B5版ー 4,000部（平成 9年 3月刊）

B5版 12頁 2,000部（平成 9年 3月刊）

B5版 28頁 500部（平成 9年 3月刊）
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■調査 ・研究
〈調査、研究、発表等〉

・考古歴史民俗自然資料調査（年間、 大磯町内外）國見 徹、佐川和裕、 北水慶一

・相模民俗学会総会参加（5月18日、神奈川県立歴史博物館）佐川和裕

・日本考古学協会総会参加 (5月26日、早稲田大学）國見 徹

• 山十文化財セミナー講義 (6 月 8 日 、愛川町・山十邸）佐川和裕

・大磯町史民俗部会参加（ 6月24日、大磯町内）佐川和裕

・親子ふれあい教室指導（ 7月13日、大磯町内）北水慶一

•国府小学校 2 年生活科 ・ 3 年社会科講義 (9 月 25 日 ・ 平成 9 年 1 月 23 日 、 大磯町内）佐川和裕

• 横須賀三浦地域観光関連事業調整推進会議講演（10月 4 日、大磯町内）國見 徹

・ 日本民俗学会年会参加 (]0月 5 日～ 7 日 、 浜田市•島根県立国際短期大学）佐川和裕

•江戸遺跡研究会講演（平成 9 年 1 月 22日、江戸東京博物館）國見 徹

〈執筆〉

佐川和裕

1996.10 「錦絵〈大磯祷龍館之図〉と尾上菊五郎」 rReportー大磯町郷土資料館だより ー」 Nol4

大磯町郷土資料館

-.10 rおばあちゃんの針仕事』大磯町郷土資料館特別展図録

— . 11 「民具整理におけるコンプレッサーの利用」 r民具マンスリー」第29巻 8号

神奈川大学日本常民文化研究所

1997. 3 「〈身八つ口のある男物〉と〈半袖のハンテン〉をめぐって」 r大磯町史研究』第 5号 大磯町

―.3 「西小磯・東小磯の農耕」 r大磯町民俗調査報告書4ー大磯の民俗(1)-』 大磯町

國見徹

1997. 2 「已往の形一汽車土瓶終末期の一様相」 r生産の考古学」 同成社

-.3  「別荘地内出土の汽車土瓶」 r大磯町史研究」第 5号 大磯町

— . 3 「東海道線の汽車土瓶」『江戸遺跡研究会会報』 No60 江戸造跡研究会

一.3 「汽車土瓶の年代と性格に就いて」 r平成 6年度小田原市緊急発掘調査報告書小田原城三の丸

元蔵堀第皿地点』 小田原市教育委員会

—. 3 ［第 1号溝址出土の近世 ・近代の遺物」 r水尻遺跡』 東海大学校地内遺跡調査団

北水慶一

1996.10 「海と山と人と③」rReportー大磯町郷土資料館だよりー」 Nol4 大磯町郷土査料館

1997. 3 「海と山と人と④」 rReportー大磯町郷土査料館だよりー」 Nol5 大磯町郷土資料館

■博物館実習
博物館学芸員資格取得のための実習として 7大学8名（駒澤大学 2名、専修大学 1名、東海大学 1名、立

正大学 1名、東京農業大学 1名、帝京大学 1名、 トキワ松学園横浜美術短期大学 1名）の学生を受け入れた。

実習期間は下記の日程で延べ12日間とし、内容は地域博物館の実情について学ぶことを基本として総合的な

実習をおこなった。また、実習の後半には、常設展示室の一部展示替えをおこなった。

（担当） 國見徹•佐川和裕・北水慶一

7月31日（水） ガイダンス、館内見学 9月8日（日） 自然系実習（タッチングプールの開催）

9月3日（火） 講義、町内施設 ・史跡見学 10日（火） 展示替実習（ガイダンス、査科調査、企画立案）

4日（水） 考古 ・民俗系実習（査料受入、査料整理） 11日（水） 展示替実習（翫斗調査旧展示片付展示器材作成）

5日（木） 民俗系実習（聞き取り調査） 12日（木） 展示替実習噴料展示、リーフレット作成）

6日（金） 民俗実習講座参加（ワラゾウリづくり） 13日（金） 展示替実習濱料展示、リーフレット作成）

7日（土） 実技実習（梱包、査料取り扱い、 16mm映写） 14日（土） 展示替実習（査科展示、記録、片付け）、総括
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■博物館資料の収集と利用
〈寄贈資料〉

No 受入年月日 役科名 数証

0420 HS. 4.14 須恵器片他 一括

0421 4.19 羽子板他 一括

0501 5. 7 ハゴイタ（潜行板） 1 

0601 6. 4 トックリ 2 

0602 6. 5 ハンテン他 5 

0603 6. 5 神酒トックリ 2 

0604 6. 7 掛軸他 17 

0605 6.18 お歯黒道具他 一括

0606 6.18 写真 43 

0607 6.19 羽子板 1 

0610 6.20 レンガ他 34 

0611 6.21 和文タイプライタ ー ー式

0701 7. 4 雛人形他 一括

0702 7. 9 土器 1 

0703 7.13 アミ（七夕の飾り） 1 

0704 7.24 時刻表 1 

0801 8I . 1 ハナ（七夕の飾り） 1 

受入先

飯田圭太郎、比企伸治

平塚市

加藤広美

大破町国府本郷

佐藤勇

大破町大磯

小巻喜義

大磯町西小破

久保田スミ

平塚市山下

山口章子

藤沢市大庭

山口進

大磯町国府本郷

木村純子

大礎町大硯

大塚博夫

愛川町半原

加藤春雄

平塚市塑平

住友石炭鉱業（悧

東京都

日吉邦雄

大礎町国府新宿

加藤春雄

平塚市堕平

加治久

大礎町大礫

三旋智子

平塚市中原

辻儀四郎

寒川町小谷

鈴木東一

大磯町西小礎

0802 8.13 絵はがき他 一括
木村純子

大磯町大礫

0803 8.31 布見本の布他 一括
谷久保消彦

大磯町西小礎

0901 9. 3 掛軸他 11 
加藤春雄

平塚市堕平

0902 9. 4 ポスト他 28 
西海誠

大磯町大礫

0207 2.27 スライド 18 
飯田福信

大磯町大磯

0301 3. 4 スケッチ（東山魁夷） 3 
山本和恵

大磯町国府本郷

No 受入年月日 資料名

1001 H8.10.16 絵はがき他

1002 10.29 キフチョウ標本

1003 10.18 地神講の道具他

1004 10.30 アイロン他

1101 11. 6 島崎藤村関係資料

1102 11. 7 ハンテン

1103 11. 7 防衛食容器他

1104 11. 7 絵はがき他

1105 11.17 吸入器

1106 11.22 貝椋本他

1201 12. 3 日用下剤

1203 12.12 机

1204 12.19 ミツマ式絹越型箱

1205 12.25 五月節供の飾り

0101 H9. 1. 7 テレビ他

0201 2. 2 スライド

0202 2. 7 スケッチ（東山魁夷）

0203 2.12 ムシロバタ

0204 2.14 欄間他

0205 2.19 杏籍

0206 2.19 絵はがき他

0302 3.26 ムシロパタ

0303 3.26 欄間他
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数祉 受入先

一括
木村純子

大磯町大磯

16 
波多野収三

大磯町西小礫

一括
高橋要蔵

大磯町西小破

一括
木村純子

大隈町大磯

4 
星ハルヨ

大猥町東小破

1 
西山敏夫

二宮町山西

34 
加藤春雄

平塚市菫平

一括
木村純子

大破町大礫

1 
加藤春雄

平塚市堕平

38 
木村純子

大磯町大磯

1 
板倉佳代子

徳島県板野郡

1 
—ーー呂 l・ムローー

大磯町生沢

1 
（飯田善雄

大磯町大磯）

一括
加藤てる子

大磯町国府本郷

一括
西 海 誠

大磯町大磯

118 
飯田福信

大磯町大磯

3 
山本和恵

大磯町国府本郷

1 
高橋要蔵

大磯町西小磯

12 
木村純子

大礎町大磯

， 渡辺長吉

大磯町西小磯

一括
木村純子

大礎町大磯

1 
高橋要蔵

大磯町西小礎

12 
木村純子

大磯町大磯

（敬称略）



〈寄託賓料〉

No 受託年月日 査科名 数址 受託先 No 受託年月日 資科名 数址 受託先

0401 H8. 4. 1 雛人形 ー式
田川順三

0413 H8. 4. l 四季耕作図他 ， 守屋松三郎

横浜市緑区 大磯町黒岩

0402 4. l 高札 3 
坂井保治

0414 4. 1 古田茂杯他 5 
大沢武久

大磯町黒岩 大磯中学校

0403 4. 1 一本松講中孜科 一括
宮沢治吉

0415 4. 1 稲荷講査科 一括
中村晴夫

大礎町大礎 大磯町西小礎

0404 4. l 菊池重三郎関係行科 一括
菊池なつみ

0416 4. 1 掛軸他 一括
小西直茂

大礎町大磯 西小磯（東西）区

0405 4. l サフラン看板 1 
添田佐助

0411 4. 1 学校手帳他 2 
山川正

大碗町国府本郷 大碗町月京

0406 4. 1 掛軸 1 
高木とみ子

0412 4. 1 七夕資料他 一括
相田稔

大磯町西小磯 西小碗子ども会

0407 4. 1 小磯囃子道具 一括
渡辺長吉

0417 4. 1 就監帽他 6 
小西直茂

大磯町西小磯 西小磯（東）区

0408 4. 1 杏（断片） 一括
加藤文八

0418 4. 1 獅子頭 2 
原田繁雄

平塚市諏訪町 裡道区

0409 4. l 古文害 一括
後藤勲

0419 4. 1 古文柑 一括
近藤俊雄

大礫町月京 大磯町国府本郷

0410 4. 1 稲荷講査科 一括
戸塚浩

（敬称略、寄託期間： H8.4.l~Hl0.3.31)
大磯町西小礎

〈移管資科〉

No 受入年月日 打科名 数祉 受入先 No 受入年月日 査科名 数益 受入先

0503 HS. 5.28 公図 359 大磯町総務部税務課 1202 H8.12.12 きのこ椋本 一括 大磯町企画政策室

0504 5.28 看板 1 大破町立図杏館 1206 12.25 絵画（山本丘人画） 1 大磯町総務部総務課

0612 6.14 淡水魚類標本 54 大磯町企画政策室

〈購入資料〉

No I賂入年月日 査科名 I数趾 賂入先 No I賭入年月日 査料名 数証 賂入先

12071 H8. 5.31 I絵はがき、錦絵 456 Iすりもの堂杏店 12081 HS.12.28 I塁茫ら 2 Iすりもの堂害店

- 9 -



く採集資料〉

No 採集年月日 行科 名 数祉 採 集先 No 採集年月 日 行料名 数祉 採集先

0502 H8. 5. 7 棟札 他 一括 大磯町大磯 0609 H8. 6.19 ワラスグ リ 1 大礎町大磯

0608 6.19 木鉢他 3 大磯町大磯

〈資料の館外貸出〉

資科名 点数 利用目的 期間 申請者 行料名 点数 利用目的 期間 申諸者

図面
刊行物掲載

H8. 3.20 国立歴史
図杏（単行本） 参考利用

H 8. 10. 2 
個人

（馬場台遺跡銅印）
1 

民俗学博物館
1 

- 5.20 ~10.21 

図害
参 考 利 用

4.20 
個人

古文杏
町史福纂

10. 4 大磯町

（埋蔵文化財報告杏）
1 

（教育委員会所蔵文）
3 

企画政策室- 4.25 ~10. 9 

写真
刊行物掲載

4.23 東海大学 古文咎
町史福纂

10.11 大破町
3 7 

（昭和30年代風栞） ~5.11 考古学研究室 （旧橘家文社他） ~10.22 企画政策室

写真（錦絵） 刊行物掲載
5.13 

曲石田大成社
写真

刊行物掲載
11. 6 神奈川県

1 
ぽt科館外観・展示）

2 
県民部広報課~6.20 ~11.20 

ピデオテープ
後継者育成

5.21 
個人

写兵
刊行物掲載

11.12 
個人

（木造唄）
18 

（釜口古瑣出土銅匙）
1 

~6. 9 ~11. 20 

古文世
町 史 編 纂

6. 4 大磯町 写真
刊行物掲載

11.18 県教育庁

（旧登田家文柑）
3 

企画政策室 （行料館外観・展示）
2 

生涯学習部—•6 .23 ~12. 8 

図咎（単行本） 参 考 利 用
6. 7 

個人 柏先形尖頭器 講浪会
11.19 

個人1 1 
~6.26 -11.19 

写真（海水浴） 刊行物掲載
6.18 

株）新潮社 写真（錦絵・打直本） 講演会
11.26 FDP 

5 26 
メモリアル診療~7. 5 -12.17 

写真・図画
刊行物掲載

6.25 大礫町 写真
刊行物掲載

12. 7 
藤村記念館

（馬場台遺跡地）
20 

~7.12 企画政策室 （ふるさと友の会発会）
1 

~12.31 

ピデオテープ
参 考 利 用

7.21 大磯町 写兵
刊行物掲載

12.17 
藤村記念館

（木造唄）
1 

教育委員会 け木笞風景写真他）
30 

～（長期）~7.31 

写真（島崎藤村） 刊行物掲載
8.20 

大破町財政課 五月裳 展 ホ
12.20 大磯町

3 1 
～（長期） 経済観光課~9.28 

古文啓
＼ 一括 参 考 利 用

8.25 大磯町 古文苔
町史編纂

12.26 大破町
1 

（西小磯東区有） ~9. 3 西小破東区 （旧沿根田家文-¥!f) - 1. 1 0 企画政策室

古文柑（諸綴） 町 史編 纂
8.27 大磯町 銅印

展
_ H9. 1.28 藤沢市

2 
企画政策室 （馬場台遺跡出土）

1 ホ
教育委員会~9.26 ~3.28 

古文害
町 史福 纂

9.10 大磯町 古文柑
町史福纂

1.29 大磯町

（旧哲根田家文柑）
2 

企画政策室 （旧小島本陣行科）
4 

企画政策室~9.24 ~2.10 

ピデオテープ
教科指導

9.20 大礎町立 古文杏
町史編纂

2.13 大磯町

（鎌倉囃子）
1 

大礎中学校 （漁業協同組合文害）
11 

企画政策室~9.21 ~3.31 
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〈資料の特別利用〉

資科名 点数 利用方法 年月日 申諮者 査料名 点数 利用方法 年月 日 申 詰者

仕事行他 2 撮影•実測 HS. 5. 5 個人 透窓脚付壺他 10 撮影 H8.10. 6 個人

トックリ 5 撮影 5.28 個人 特別展示風数 撮影 10.13 個人

城山荘模型 1 撮影 6. 5 毎日新聞社学芸部 館内風屎 撮影 11. 5 個人

錦絵
1 撮影 7. 7 個人 城山荘模型 1 撮影 11. 8 個人

（祷瀧館繁栄之図）

展示風保・査科 撮影 7.14 曲ビデオ東京 吉田茂胸像他 8 撮影 11.15 
衆議院

憲政記念館

絵はがき•写真
3 撮影 7.15 味アマゾン 錦絵・写真 18 扱影 11.29 (I新西文社

（海水浴）

展示風保 撮影 8.14 個人 展示風梨 撮影 11.30 写団さくら会

注口土器他 11 撮影 8.31 個人 写真（西園寺家別荘） 1 撮影 H9. 1.11 （布アーバンデザイン

展示風梨他 撮影 9. 3 個人l3名） 館内風娯他 撮影 2.25 
湘南地区

行政センター

郷土査料館
1 複写 9.25 個人 写真（海水浴） 複写 3.18 

湘南

「総合案内」 なぎさ事務所

郷土査科館
5 撮影 9.27 （悧アスコム

「総合案内」

〈文献寄贈機関・団体〉

一県内一

神奈川県／神奈川県教育委員会、神奈川県自然保全研究会、神奈川県庁、神奈川県博物館協会、神奈川県

民俗芸能保存協会、神奈川県立神奈川近代文学館、神奈川県立金沢文庫、神奈川県立丹沢ビジ

ターセンター、神奈川県立公文書館、神奈川県立生命の星・地球博物館、神奈川県立図書館、

神奈川県立埋蔵文化財センター、神奈川県立歴史博物館、神奈川県考古学財団、神奈川文学振

興会

横浜市 ／馬の博物館、相模民俗学会、シルク博物館、王川文化財研究所、横浜マリタイムミュージアム

横浜市教育委員会、横浜市中央図書館、横浜市歴史博物館、横浜市自然観察の森、横浜市勤労

1 福祉財団、グリーンタフ、寺家ふるさと村・四季の家

川崎市 ／川崎市市民ミュージアム、川崎市立日本民家園、細山郷土資料館

横須賀市／横須賀市教育委員会、横須賀市自然人文博物館

鎌倉市 ／鎌倉国宝館、鎌倉市教育委員会、鎌倉文学館、鶴岡八幡宮

藤沢市 ／江ノ島水族館、藤沢市教育委員会、藤沢市文書館、日本大学生物資源科学部査料館

茅ケ崎市／茅ケ崎市教育委員会、茅ケ崎市文化査料館、茅ケ崎市埋蔵文化財調査会

相模原市／相模原市立博物館、相模原市立相模川ふれあい科学館

綾瀬市 ／綾瀬市教育委員会、綾瀬市秘書課市史編集係

海老名市／海老名市教育委員会

大和市 ／大和市教育委員会

座間市 ／座間市教育委員会

厚木市 ／厚木市教育委員会

伊勢原市／伊勢原市教育委員会
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秦野市 ／丹沢自然保護協会、秦野市管理部文書課市史編さん係、秦野市桜土手古墳展示館、神奈川県立

秦野高校

平塚市 ／東海大学校地内遺跡調査団、平塚市博物館、平塚市美術館、平塚市中央図書館

小田原市／小田原市教育委員会、小田原市郷土文化館、小田原城天守閣、報徳博物館、西湘リビング新聞社

南足柄市／南足柄市郷土資料館

葉山町 ／葉山しおさい博物館

寒川町 ／寒川町企画部町史編さん係、寒川町教育委員会

愛川町 ／愛川町教育委員会

城山町 ／城山町教育委員会

二宮町 ／二宮町教育委員会

山北町 ／山北町教育委員会

箱根町 ／大涌谷自然科学館、箱根町立郷土査料館

真鶴町 ／中川ー政美術館

一県外一

東京都 ／あきる野市教育委員会、板橋区立郷土資料館、江戸東京たてもの園、江戸東京博物館、 NHK

プロモーション、青梅市郷土博物館、お茶ノ水女子大学、大塚巧藝社、（株）ぎょうせい、（株）

ココロ、（株）小学館、（株）新潮社、国立国会図書館、古賀政男音楽博物館、くにたち郷土文化

館、品川区立品川歴史館、世田谷区教育委員会、たばこと塩の博物館、丹青研究所、調布市郷

土博物館、逓信総合博物館、東海道ネットワークの会、東京家政学院生活文化博物館、農島区

立郷土資料館、府中市郷土の森博物館、福生市教育委員会、福生市郷土資料館、町田市立国際

版画美術館、町田市立博物館、外務省外交史料館、儀礼文化学会、文化庁

北海道 ／帯広百年記念館、北海道開拓の村、（財）アイヌ民族博物館

岩手県 ／牛の博物館

新潟県 ／十日町市博物館

群馬県 ／北橘村教育委員会

栃木県 ／栃木県しもつけ風土記の丘資料館、栃木県立埋蔵文化財センター、窯業史博物館

茨城県 ／東町立歴史民俗資料館、土浦市立博物館、土浦市教育委員会、龍ケ崎市教育委員会、上高津貝

塚ふるさと歴史の広場

千葉県 ／我孫子市鳥の博物館、国立歴史民俗博物館、佐原市教育委員会、市立市川考古博物館、市立市

川自然博物館、館山市立博物館、千葉県立中央博物館、千葉市立加曾利貝塚博物館、東金市教

育委員会、流山市教育委員会、松戸市立博物館、茂原市立美術館・郷土資料館

埼玉県 ／入間市博物館、大井町教育委員会、埼玉県立博物館、埼玉県立歴史資料館、坂戸市教育委員会

狭山市立博物館、鶴ケ島市教育委員会、三芳町教育委員会

山梨県 ＼／釈迦堂造跡博物館

長野県 ／茅野市教育委員会、茅野市八ケ岳総合博物館、藤村記念館

静岡県 ／伊東市教育委員会、静岡県立美術館、静岡市立登呂博物館、沼津市歴史民俗資料館、浜松市博

物館、焼津市歴史民俗資料館

愛知県 ／安城市歴史博物館、商浜市やきものの里かわら美術館、豊橋市自然史博物館、豊橋市二川宿本

陣資科館

岐阜県 ／多治見文化財保護センター、垂井町教育委員会

滋賀県 ／大津市歴史博物館、草津市教育委員会、滋賀県立琵琶湖博物館

京都府 ／京都橘女子大学、舞鶴市立赤れんが博物館、向日市文化資料館

奈良県 ／あやめ池遊園地自然博物館

三重県 ／亀山市歴史博物館、藤原岳自然科学館、真珠博物館

兵廂県 ／伊丹市教育委員会、神戸市立博物館

愛媛県 ／愛媛県立歴史文化博物館
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大磯、平塚のムギブチ唄・唐臼挽唄

林 英 一

1.はじめに

昔はいろいろな時間・場で唄が唄われてきた。

その時間・場によって唄を類別することができる。

たとえば結婚式などの目出度い席で唄われるもの

は祝唄、仕事中に唄われていたものは仕事唄、あ

るいは作業唄と呼ばれる。

現在でこそあらゆる仕事に機械が入り込み、ボ

タン一つの操作だけで、我々の手間は省力化され

ているが、機械化される以前は当然のことながら、

すべてが手作業で、多くの手間と労力をかけて仕

事が行われていた。その仕事をやりながら昔はよ

＜唄が唄われていた。唄は手間と労力そのものを

軽減させることはないが、気分を楽にし、作業効

率をあげるのに役立っていた。

しかし、現在では機械化、および生活の変化の

ために仕事唄をはじめとする唄が唄われることも

なくなり、ほとんど忘れ去られようとしている。

唄を唄う時間と場が消失して しまったためである。

大磯町郷土資料館学芸員の佐川和裕氏が大磯町

寺坂、平塚市御殿で伝承されていたムギプチ唄、

唐臼挽唄を採録し、筆者がそれを採譜する機会を

得た。これらの唄を記憶している人も現在ではほ

とんどいなくなってしまっている。そこでこれを

記録として残す必要から、若干の考察とともに報

告する。

2.ムギブチ唄

ムギプチ唄は麦打唄であり、収穫した大麦を庭

に広げ、クルリ棒で打って脱穀する（麦打ち）と

きに唄われた唄である。寺坂では隣近所が集まり 、

屋敷の庭ピ 5人ずつが向き合って、唄いながらク

ルリ棒で叩いていたという。麦打ちをすると茫で

体中がかゆくなり、海に近い地区では終わるとす

ぐ海に遊びに行ったという。かなり大変な作業で
(1) 

あったようで、唄うことで気をまぎらわしていた

のであろうか。

ただし麦打ちするときにかならず唄が唄われて

いたわけではなく、西小磯東では「ドッコイショ

ドッコイショ」という掛け声だけで唄うことはな

かったという。西小磯東では隣近所が集まって麦

打ちを行うことはなく、家族を中心として行われ

ていたということであり、すべての地区を当たっ

ていないので断定的なことはいえないが、作業の

社会的な共同性が唄の存在と関わっている といえ

るかも しれない。

では採譜した唄を紹介しよう。

〈1〉 大磯町寺坂の麦打唄

寺坂では二つの麦打唄が採録されている。一つ

は須藤カメさん（明治25年生、故人）が、一つは

杉崎ユキさん（明治18年生、故人）が唄い手とな

っている。なお、杉崎ユキさんは昭和55年に亡く

なっており、渡辺美代さん（明治35年生）がたま

たま録音しておいたものを佐川氏がさらにテープ

録音した。採譜はそのテープから行ったものであ

る。録音状態はあまりよいとはいえず、歌詞に聞

き取れなかった部分がある。

杉崎ユキさんの唄は、天保12年生まれの渡辺慶

次郎さんが口ずさんでいたものを党えたものであ

るということである。

楽譜（ 1）での歌詞は、

おまいさんとなれば

あどっこいどっこい

どこまでも

親を捨て

この世は闇となるまで

である。「あどっこいどっこい」は合いの手で

あろうが、この部分も音程があったので楽譜にお

としてある。

この歌詞は恋唄と考えられる。だからといって

男と女が実際に恋する気持ちを表すために唄われ

たものではなく、恋の唄を唄うことにより、作業

の場を盛り上げ、作業効率を高めたものというこ

とができる。仕事唄としてこのような恋唄が唄わ

れることはよくあることのようである。

さて、旋律を楽理的にみていくと、f（ファ）が

核音としてもとめられる。核音とは終始音となる

など、唄の中で固定的に中心的な役割をなす音の

ことである。ただし核音は一つの旋律に一つだけ

とはかぎらず、複数の核音がもとめられる場合が

ある。この唄でもb（シ b)がもう一つの核音とし

てもとめられ、全体が四度音程の核音に支配され

た旋律となっているということができる。

さらに核音の間にある中間音の音程を捉えると、

部分的に都節音階がみられるものとなっている。
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半音程の音階を持つ都節音階は、座敷唄として洗

練されたもので、純粋の仕事唄にはみられない音

階である。

ところで厚木市には「お前とならば何処迄も山

奥のさいかち原の中までも」という、楽譜(1)で

あげた歌詞と類似の歌詞が伝わっている。前半部

分が同じであることから、両者はまったく無関係

とはいえないであろう。厚木の唄は「天保 3年春

に江戸より流行したもの」ということであり、す
(2 ¥ 

ると今回寺坂で得られた歌詞も江戸時代の流行唄

を基にして成立したものと推察することができる。

このように江戸時代の流行唄が、現在仕事唄と

して定着している例は他にも認められる。

たとえば、

函らば袋れ箱根山

晴れたとて

花のお江戸は見えやせぬ

という歌詞は足柄上郡上中村の麦打唄であるが、
(3) 

この歌詞は明和 8年(1771)に刊行された r山花鳥

虫歌』にもみえ、その註には「おそらく明和から

天保頃まで江戸を中心に関東・中部一帯に流行し

たものであろう」とあ令

江戸時代の小唄などの流行唄などを取り入れて

成立しているということから、すでに唄われてい

た旋律の上に外部からの影響があり、本来的には

都節音階ではなかった旋律が、その影響で部分的

に都節音階化したということができるかもしれな

し‘°

楽譜(2)の歌詞は、

死ぬまでしんぼーしゃんせ

あしんぼは金だ

箱根は山だ

こちらは谷だ

木の根はボクだ

菜の根は株だ

よこねはカサだ

あどっこいどっこい

楽譜（ 1) ムギブチ唄（大磯町寺坂、須藤カメ (M25生〕）
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となっている。

「死ぬまでしんぼうしゃんせ」に旋律性があり、

その後はd（レ）とg（ソ）だけの音で、どちらかと

いうとリズム的となっている。

前半部分の核音を捉えると非常に微妙であり、

e（ミ）とa（ラ）の 4度か、またg（ソ）の一つだけ、

あるいはd（レ）とg（ソ）の 4度というように固定

的に捉えることができないものとなっている。

さて、楽譜（ 1)と楽譜（ 2)とは旋律的にはまっ

たく異質であるといえ、麦打唄として同じ地区で

伝承されていたものであるが、 一つの地区に二つ

の唄が並立的に存在していたということになる。

3.平塚市御殿の麦打唄

これは佐川キヨさん（明治22年生）が唄い手と

なっている。

楽譜（3）をみてわかるように、歌詞は楽譜（ 1)

で紹介したものと同じである。このように唄の歌

詞はひろがりをもった地域でみられ、地区に固有

のものではないものがほとんどである。楽譜(1)

• (3)と同じ歌詞は他に相模原市や東京都板橋区
(s) 

赤塚町でも確認でき、かなり広い範囲で麦打唄と
(6) 

して唄われていたことがわかる。このことからこ

の歌詞は、その場で発生したものではなく、先に

みたように江戸時代の流行唄が伝播したものであ

るということができる。

核音は基本的にはe（ミ）と a（ラ）であるが、部

分的にはさらにd（レ）が核音としてもとめられる。

すると基本的には 4度の核音音程となっているが、

さらにその上に 4度が積み重なった形になってい

るということができる。

ところで楽譜（ l）の唄とこの唄は同じ歌詞で採

録されているが、聞いた感じはまったく別の唄と

いう印象であった。実際に上でみたように核音の

構造は両者は大きく異なるものとなっている。ま

た、楽譜（ 1）では部分的に都節音階がみられたが、

楽譜（ 3）では都節音階の部分はない。構造的にも

異なる唄として捉えられるのである。

異なる地区で異なる旋律が得られることは、そ

れ程不思議なことではないであろう 。ここで興味

がもたれるのは、同じ歌詞をもちながら異なる旋

律をもつ唄が存在することである。しかも、この

場合の歌詞は、江戸時代の流行唄に関連するもの

と考えられる。唄は旋律を伴って伝播するといえ

るならば、少なくともここで得られた唄は同じ旋

律であったことが推察される。そのために、ここ

で得られた旋律は、 一つの唄が別の展開をなした

ものと考えることができるのではないか。

4.唐臼挽唄

大磯町寺坂の杉崎ユキさんが唄ったものである

（楽譜(4))。

歌詞は、

ばばどこへ行きやる

三升依下げてノーエ

嫁の在所ヘサーンマアヨー

孫抱きに

ということであるが、テープを聞くかぎり、「い
(7) 

楽譜（ 3) ムギブチ唄（平塚市御殿、佐川キヨ〔M22生〕）
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ざーる三升筑下げて」となっている。「ばばどこ

へ」の部分がテープからは分からなかった。した

がって、テープで聞けた部分を楽譜にしている。

なお、この歌詞は現在のところ、近隣地区では

確認できていない。

旋律的にはes（ミ b）が全体を通した核音と

なっているが、 as（ラ b)もまた核音的であり、

やはり 4度音程の核音構造をもつ唄であるという

ことができる。終始への導音が、 esの半音上の

eとなっており、部分的に都節音階的な展開がみ

られるものとなっている。

ところで、西小磯東で臼挽唄の断片が得られた。

高橋要蔵さん（明治41年生）が記憶していたもの

である。

しんぼう金だよ

おおおじさんよ

ギーコーギー

というものであった。全体はよく分からないが、

「しんぼう金だよ」の部分は、先に楽譜(2)で紹

介した寺坂 の麦打唄と、歌詞だけでなく旋律的

にも同じものであったのである。

このことは麦打唄と臼挽唄とに同じものがみら

れたという（今回得られたのは部分的な展開であ

るが）ことであり、唄が作業と対応していないこ

とを示しているということであろうか。

5.おわりに

以上、大磯、平塚で得られた麦打唄・唐臼挽唄

を中心に紹介した。先に指摘したように、同じ歌

詞をもつ唄の音階構造が異なっており、伝播と受

容という視点からこれを捉えた場合、どのような

ことが考えられるであろうか。今後は近隣地区の

旋律も検討することによって、唄の伝播と受容の

様式を詳しく捉えてみたいと思っている。

なお、本報告にあたり、國學院大学文学部教授

須藤農彦先生からいろいろと御教示をいただいた。

また、相模原市立博物館の加藤隆志氏、厚木市教

育委員会の大野一郎氏から多くの資料を提供して

いただいている。感謝いたします。今後はこれら

をいかして論考をすすめていきたいと思う。

［註】
(1)大磯町史民俗調査報告杏2『国府の民俗（二）

一月京・生沢・寺坂地区ー』大磯町、 1994年。

(2)厚木市文化財調査報告杏第14集 『あつぎの古謡』

厚木市教育委員会、 1973年。

(3)『日本民謡大観関東編J日本放送協会、 1944年。

(4)r山花鳥虫歌』浅野建二校注、岩波文庫、 1984年。

(5)『県央の民謡一仕事唄・行事唄・娯楽唄・子守唄

・わらべ唄』神奈川県県央地区行政センター県民

部県民課1994年。

(6)前掲註（3)

(7)『：貧料室だより VoI2-No7』大磯町教育委員会、

1985年。

（日本民俗学会・日本民俗音楽学会会員）

楽譜（ 4) カラウスヒキ唄（大磯町寺坂、杉崎ユキ〔M18生〕）
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二宮町山西の民俗（ 1)

佐川和裕

はじめに

大磯町郷土資料館では、例年、博物館実習生を

受け入れている。 これは博物館学芸員袈格を取得

するために必要な実習で、地域博物館の実情を学

び、施設運営や学芸活動についての総括的な実務

を学んでもらうことを目的としたものである。し
") 

かし、実質12日間の実習期間ではもちろんすべて

を経験してもらうことはできないため、実習生か

らの要望もできるだけ取り入れながらカ リキュラ

ムを試行錯誤している。ただ、博物館に職を求め

ようと真摯に励んでいる実習生も少なくないが、

即戦力として実際の現場で求められる技能とは残

念ながら大きな開きを感じてしまうのが現状であ

る。つまり、博物館学的な知識はもちろん必要だ

が、現場で要求されるのは、むしろ道具ひとつひ

とつの名称や使い方、土器や動植物の同定などの

具体的な知識である。それらの知識やその調査技

砒などが欠けていれば十分とはいえない。

一方、博物館側の学芸専門分野の区分にも問題

はある。当館のように考古、歴史、民俗、自然と

いった如何にも大まかな区分しかしていない博物

館では、その範囲において担当を振り分けられて

いることが多い。場合によっては専攻分野とは全

く別の分野を受け持たされることも少なくない。

そのためには、何よりもフィールドワークによっ

て経験的な知識や情報を得ていかなければならず、

特にさまざまな場面で住民と直接かかわりを持つ

現場では、文字通り住民から直接話しを聞く「聞

き取り調査」こそ基本的かつ最も重要な作業とい

える。しかし、大学の専攻分野に関係なく学芸員

資格取得の機会が増えるにしたがって、調査経験

を持つような学生が逆に少なくなってきているの

が現状である。その点は実習生自らも認識してい

るようで、例年、実習生の側から調査をしたいと

いう要望が出されているため、ひとつの試みとし

て民俗の問き取り調査を実施する ことにしfふ

ところで、今まで実習の中で聞き取り調査をや

らなかったかというとそうでもない。当館では実

習後半に常設展示室の一角を展示替するという実

習をカリキュラムに課している。ささやかな面積

ではあるが、実習生自らの企画から完成にいたる

までの作業は何よりも実践的で、大学も専攻分野

も異なる実習生たちの共同作業は、思いがけない

視点を期待できることがあり、実習生からの評判

も良い。その際に展示査料の情報を得るため聞き

取り調査をおこなったこともある。しかし、共同

作業といっても各作業を分担しながら進めるため、

調査を全員で経験するだけの時間的猶予はなかっ

た。そこで今回はカリキュラムとして正式に組み

入れることにした。もっとも実習期間中に 1日の

みの調査であるから、実習生にと っての教育的な

効果はもちろん調査成果そのものも未知であった。

したがって、さまざまなテーマで調査を行なって

いく ことを念頭におき、次年度以降の館務実習に

も継続的に組み入れていこうと考えている。本報

告を (1)としたのはそのためである。

また、実習生に対して聞き取り調査や民俗にか

かわる予備知識を十分にレクチャーする時間がな

かったため、今回は話者からの話を一方的に聞く

にとどまった。その上で、適宜質問をしながら各

自が興味をもった部分を調査票としてまとめ、あ

わせて後日レボートを提出してもらった。既に当

館で刊行した『Reportー大磯町郷土館だより一

Nol切においてその一部を報告している。なお、

今回の報告は実習生からのレポートをもとに、箪

者自身の調査票を補ってまとめたものである。

以上、調査を実施するにあたっての経緯を述べ

てきた。しかし、今まで述べたように館務実習生

の教育効果を狙ってはいるものの、あくまでも最

大の目的は民俗調査そのも のにあることを最後に

確認しておきたい。

［註］
(1)平成8年度は、平成8年7月31日および9月3日～13

日におこなった。詳しくは本誌年報(6頁）を参照

願いたい。

(2)今回の調査に参加した実習生は次の8名である。

瀬木邦夫（東海大学工学部建築学科4年）•安井千

栄子（立正大学文学部史学科4年）・桑島啓子（東京

洪業大学品学部品学科4年）•松本美樹（帝京大学

文学部史学科4年）•宮代将男（駒澤大学文学部歴

史学科3年）•大木佐和子（駒澤大学文学部歴史学

科3年） • 西田箕世美（専修大学文学部人文学科3

年）・櫻田優子（トキワ松学園横浜美術短期大学造

形美術科3年）

地域の概要

二宮町は相模湾に面した神奈川県のほぼ中央に

位置している。調査対象の山西は町の南西部で、

JR東海道線と国道 1号線 （旧東海道）が東西に貫

いており、南面に相模湾を望んでいる。今でこそ

海岸線から内陸部まで民家が密集しているが、か

つては旧東海道筋に商家、農淮家が混在して集約

されており、釜野などの内陸部では牒業を生業と

していた家々が散在していた。なお、昭和40年代

初めに海岸線に沿って西湘バイバスが開通したた

め、景観上は浜と陸が断絶してしま ったが、現在

でも地引網を中心とした漁業がおこなわれている。

r新編相模風土記稿」によれば、古くは川勾村

と一区であり梅澤の里と呼ばれていたが、寛永年

間に川勾村と梅澤村に二分されている。山西村と

しての初見は寛文の検地帳であるという。また、
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小名として元梅澤、釜野、道場、越地があり、特

に越地は東海道の立場 （梅澤の立場）として茶店

が軒を連ね、諸侯の憩息所も整備されていたとい
9 ママ）

う。生業に関しての詳しい記述はないが、地引船

が 5艘、 小買附船と称する船が6艘、 総計13艘の

船があり、主な漁獲は鮪、鰹、比目魚（ヒラメ）、

鯖などで、特に当地の名産品として按蝶（アン コ

ウ）の名が記されている。 また、河岸場があり、米、

竹木、炭薪などを江戸へ向けて搬送していたとし

ている。なお、 同書によれば戸数は120戸として

いるが、r二宮町郷土誌』（二宮町教育委員会 1965)

では明治10年時には291戸であったという。

さて、二宮町における民俗に関する報告は残念

ながら多くはなK]。教育委員会による文化財調査

や町史編纂事業においていくつかの報告がみられ

るが、特筆すべきものとしては r二宮町歴史研究

会だより一古文書一J（二宮歴史研究会 1978) 

において漁業史資料からの論考や漁師の信仰につ

いての聞き取り調査報告がある。なお、神奈川県

史にも断片的ではあるが民俗事例が報告されてい

るものの、体系的な報告としては r二宮町文化財

禰査報告書25号二宮町民俗調査報告書』（二宮

町教育委員会 1997) を待たねばならない。ただ

し、これも民俗全般を網羅しているわけではな卜，；。

［註】
(1)例えば、既に前掲した『二宮町郷土誌』のほか、

r二宮町近代史話』（二宮町教育委員会 1985)、ま

た、二宮町山西在住の松本昇平氏（明治39年生）

による随箪的な著忠で、 r二宮のむかしばなし

ふるさとの歌」（伊勢治杏店 1989)、『二宮のむか

しばなし呼子、店』（同、 1989)、『二宮のむかしば

なし生活の歳時記J（同、 1990)などがある。ま

た、町史編慕にかかわるものでは『二宮町史査

科編2近代現代J（二宮町 1992)、『町史研究に

のみやの歴史』第2号（二宮町1990)、『町史研究

にのみやの歴史』第3号（二宮町 1991)などにいく

つかの報告がみられる。特に r町史研究にのみ

やの歴史』第2号に掲載されている「二宮町の淮

業」は、本稿の話者自身が執箪したもので興味深

い。なお、大磯町郷土賓料館においても企画展

図録として『相模湾の船と船大工』（大磯町郷土

資料館 1992) を刊行している。この中で二宮造

船所における船大工による造船工程や技術、信

仰などを紹介している。

(2汀神奈川県史民俗査科調査報告1』（神奈川県

1971)、r神奈川県史各論編5民俗』（神奈川県1977)

(3)同報告啓は、町史編慕事業の一環として平成元

年から実施された民俗調査が基本となっている。

同書の構成は、第1章社会制度 • 第2'.t;!:生産生業・

第3章衣食住の伝承• 第4章年中行事• 第5章人生儀

礼となっている。なお、町史の本誌（民俗編）は

編集されていない。

話者の履歴と環境

話者は二宮町山西に140年続いている漁家の 5

代目として昭和 9年に生まれていゑ。 同家の伝承

では、旧姓を松原といい、武士であったが断絶し、

小田原千度小路で修業を経て 140年前に現在地へ

移り住んで漁師となった という。 古くからフナモ

チの専業漁家として、家族のほかにフナカタなど

常時10人以上の大家族だったという。なお、専業

漁家ではあったが畑を所有したり無くしたり、あ

るいは借りて作ったりと百姓のマネゴ トも してき

たという。

話者は昭和15年に二宮尋常高等小学校に入学し

ている。物心がつく以前から祖父の躾は厳しかっ

た。 祖父は、ときおり故事来歴を話すこ ともあっ

たが、 その時はかしこ まって聞かされたという。

家業については、「頭で覚えんじゃねえ、体で覚

えんだ」「仕事は盗んで党えろ」と一切教えず、

話者が25歳の時に死んだ父親も 同様であったとい

う。しかし、祖父に連れられて行き、長じてから

は自分で遊びに行って見聞したことに、後年どれ

ほど助けられたか分からないという。中学校卒業

後に家業を継ぎ、現在もなお現役として主に地曳

網やワカメ栽培漁などをおこなっている。なお、

話者の父親は町議や漁業組合長を勤めている。

ところで、話者は同世代の他の話者に比べて、

農富な民俗伝承を持っている。これは、話者がソ

ウリョウッコ（総領っ子）として祖父にかわいが

られたことや、早くから身近な伝承に興味を抱い

ていたこ となどがあげられる。自ら民俗査科の保

存活動などに力を入れている一方で、話者として

も非常に貴重な存在といえる。そこで、同話者か

らさまざまなテーマのもとで継続的に話を聞くこ

とを前提として今回の調査をおこなった。ただし、

冒頭で述べたように、今回は自らの思い出話とし

て自由に語っていただいたので、まず、最も話し

やすい子どもの頃の遊びや動植物の名前などが中

心となった。なお、話者の年齢にしたがって、昭

和12年前後から戦中（太平洋戦争）にかけての内

容が主体となっている。
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【註l
(1)話者の西山敏夫氏（昭和9年2月22日生）にはたい

へんお世話になった。また、本稿の記述内容に

ついても、監修していただいた。記してお礼申

し上げたい。

子どもの様相

家事や畑仕事などの手伝いは日常茶飯事だった。

しかし、子どもにとって、手伝いは同時に遊びで

もあった。掃除や雑巾がけ、水汲みはもちろん、

女子は子守りを頼まれて駄賃をもらったりしてい

た。男子は薪割りやクズカキ、モシキ拾いなどを

した。クズカキやモシキ拾いには、小さい時分に



はメケエゴ（メカゴ）、大きくなるとショイカゴ

を背負って浜の土手や山へ行った。これは年寄や

子どもの役目だった。暑い中でのイモのツルッケ

ェシや、ノギが汗で付きチクチクと痛い麦刈り、

麦運びなどは特に印象が強い。秋の農繁期には子

どもの遊びは少なくなるが、その手伝いのなかに

遊びを見つけていた。

「コドモハカゼノコ オトナハヒノコ」のたと

えがあったように、雨さえ降っていなければ、ど

んなに寒くても「外で遊べ」と、子どもはすぐに

戸外へ追い出された。頭よりもまず身体が第一で、

質実剛健の気風が強く、とにかくたくさん食うこ

とが基本だった。そして、兄や姉などがいれば別

だが、ふつうは学校にあがる前に自分の名前が読

めて、カタカナで名前が書くことさえできれば上

等だった。また、北や南の方位を覚えたのも学校

にあがってからで、オウライ（東海道、現国道 1
号線）をもとにウミッカワ（海側）とヤマッカワ

（山側）、ニシとヒガシだけで実際の方位とは少々

ずれて認識していた。

学校にあがってから最初に教わったのは、「ヨ

クマナビヨクアソベ」ということだった。 しか

し、先生に「ヨクアソベ」と言われなくても、年

上の者から教わりながら自分たちも考えてよく遊

んだ。特に上下のつながりが強かった。だいたい

高等科の 2年が大将となり、年上の者が下の者の

面側をみた。 1年でも先に生まれたことはそれだ

けで目上であって、リコウやバカに関係なく「大

きいもんに従う」という漠然とした統率がなされ

ていた。それらはやがて青年団の組織のなかにも

生かされ、さらに青年の力の強かった当時の社会

では地域のナワバリ意識のようなものにもつがっ

ていたようだという 。

遊ぶ時間にも特徴があった。話者の地域（茶屋

町）では、 1班・ 2班とそれぞれ男女別に班を構

成して登校したが、その待ち合わせの時間が遊ぶ

時間でもあった。みんなが集まるので、このとき

に大がかりな遊びをすることが多かった。熱中し

すぎて始業時間に遅れ叱られることもあった。昼

休みはもちろんだが、下校時も大切な遊びの時間

だった。特に家が遠ければ遠いほどいろいろな遊

びをやりながら帰った。

話者は昭和15年に尋常高等小学校に入学してお

り、その春に紀元二千六百年の祝典があった。そ

の陰で戦争準備のため極端に物資が無くなり、生

活が大きく変わったという。それ以降、終戦まで

生活物資はシリツボミに少なくなっていった。学

校への通学スタイルは、豚革のランドセルに半ズ

ボンの黒い学童服、ズック、アサプラを入れたゾ

ウリブクロを手にぶら下げて行った。話者は、物

心がついたときには洋服を着ていた。学校が休み

の日には、まだ着物を着ることはあったが、学校
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へ着物を着て来る子は 1人もいなかった。先生方

も男性は着物はいなかったが、袴姿の女の先生は

何人もいた。

戦時中から戦後にかけては、昼は家へ食べに帰

る子どもが多かった。なかには家に帰っても、飯

を食べてこないこともある。運動場をプラプラし

ている場合もあるし、ちょっと知恵がまわれば家

の方へ行って食べたようなふりをして戻ってきた。

弁当を持って行くこともあったが、その内容はア

ルマイトの弁当箱の真ん中に梅干しを入れただけ

の日の丸弁当か、カップシに醤油をかけたものか

海苔を並べたもので、それが飯の間に入っていて

2段になっていたらたいへんなものだった。だか

ら、魚の煮つけや塩焼きがオカズに入っていれば

ワーと歓声があがるほどだった。昭和30年代に

なって「巨人、大鵬、卵焼き」ともてはやされた

ことがあったが、それ以前に弁当に卵焼きを持っ

てくるのは、オベッソウのオボッチャンかオデー

ジンの子どもだけだった。

また、当時の子どもはよくハナを出していた。

なぜかいちばんハナを出していたのは、小学 3、

4年生ぐらいの男子だったという。いちばんすご

いハナをゴトッパナと呼んでいた。袖口で拭いて

いたので、布がテカテカに光っていた。ハナをか

むのには、新聞紙や雑誌の紙を使うことが多かっ

たが、チリガミ（ハナガミ）があれば、 1回で捨

てることなく何度も使った。

川の遊び

春のお彼岸を過ぎる頃になると男子は川で遊ぶ

ようになる。川ではいろいろな遊びを見つけては

楽しんだ。例えば川に流れてきたものを見つける

と先を争って石を投げて当てたり、河口に近いと

ころでは川の蛇行によってできている崖の縁を歩

いて片足で崩し、その崩れ方の大きさを競ったり

した。落ちてズプ濡れになると、 ドンブラゲとは

やされた。

4月も半ばを過ぎれば水もだいぶぬるむので、

川へ魚をす くいに行ったりした。西方町境を流れ

る押切川（中村川）にはフナ、エビ、ガーバ、ハ

ヤ、ウグイ、ウナギ、カニ、カメなどがいた。ガー

バというのはハゼの仲間でガーバッチ ョとも呼ん

だ。たいていタマ（タモ）やオヤザル、ミで水中

の大きい石をどかしたり、土手が崩れて木や竹の

根が水中にあるその中を棒でつっ突いて追込みす

くってとった。川の流れを塞き止めて中の水を掻

い出してとる方法もあった。これをケーボリ （カ

イボリ）と呼んでいた。また、 4月ともなれば、

アイ（アユ）がのぼった。タマを河口近くの流れ

の狭いところにパッとかぶせればとれた。このあ

たりの川は規模が小さいので専業や副業として魚

をとることはなく、あくまで子どもの遊びであっ



た。なお、とった川魚を食べたことはない。海の

近くだったので食べるのは海の魚だった。

海の遊び

春のお彼岸を過ぎると海へも行くようになる。

しかし、まだこの時期は川で遊ぶことの方が多く、

特に小さな子どもだけの時は、やはり川で遊んだ。

海で遊ぶのは主に夏の水浴びで、下の者から上の

者まで多人数で行った。ただし、水浴びをするの

は、ほとんどが男子だった。いで立ちはパンツか

ロクシャク（六尺）で、ジュバン、ハンテン、シャ

ツなどを羽織って行った。上半身が裸だとオマワ

リサンに咎められてしまったという。水浴びをす

るときは、小さい子は全部脱いだ。

まず、浜道の脇にあった畑のトマト、マクワウ

リ、キュウリを盗って行き、波の向こう側ヘホッ

ポリ込んでおいた。次いで、 1年、 2年の背の低

い者から順に、波がウッテくる（砕ける）ところ

へ向かって頭から飛び込んでいった。まだ泳げな

い子は多くいたが、アブカ（溺れる）すると上の

者がつかまえて助けた。アプカして死んでしまっ

た例はなく、これによって泳ぎを覚えたのだとい

う。寒くなると砂浜で腹ばいになって暖まった。

この時に、先ほど海に入れておいたトマトやマク

ワウリを食べた。喉が乾いているのでうまかった

が、キュウリだけは塩がないとだめだった。なお、

地先の浜で遊ぶ範囲は決まっており、特別なこと

がない限り他の地区の浜までは行かなかった。ま

た、お盆のときは海の中からオショロサンが引っ

張り込むので泳いではいけないと言われて泳がな

かった。

ところで、かつてはカンダチ（夕立）が多かっ

た。カンダチがくると、上着を脱いでまるめて抱

えて駆けて帰ったり、軒先へ飛び込んで雨宿りを

したりした。雷が嗚れば「クワバラ クワバラ」

と唱えたり、蚊帳を吊ってその中へ入ったりした。

また、子どものヘソを取りにくるというので、昼

寝のときもハラマキやサラシ、ハラガケ（キンタ

ロサン）をしてヘソをださないように気に掛けた。

近年カンダチはほとんどなくなった。

動植物の呼び名と遊び

〈トンボ〉 いちばん大きなトンボをフジと言っ

た。今で言うオニャンマで、いつも 1匹だけで飛

んでいた。フジの次に大きなトンボをカンノと

言った。今で言うギンヤンマと思われるが、特に

雄と雌がつながって飛んでくるのをカンツルミと

言った。 カンツルミというのは「カンノがツルん

でいる」という意味で、つながり方によってはホ

カケと呼んだ。 2匹を捕ることができればたいヘ

んなものだった。また、黄色っぽいものを、その

色からアワといい、水色と黒のやつをコメと言っ

た。コメは今で言うシオカラのことだが、シオカ

ラと呼ぶようになったのは戦時中以降のことだと

いう。お盆近くになって出てくるのがオショロで、

オショロの中でも真っ赤なやつが混ざっているも

のをベニと言った。オショロは今で言うアカトン

ボのことで、山から下りてきて山へ帰ると言われ

ていた。また、 トンボの中でも最も小さなやつを

カトンボと言った。

トンボはたくさんおり、最も身近で、且つセミ

などと比べるとずっととりやすかった。したがっ

て、普段も「トンボとセミ」と言い、「セミとト

ンボ」とは言わないのだという。小さなトンボを

たくさんとっても自慢にならず、大きなものをと

ることに励んだ。オウライや、オウライから行く

浜道には畑の上にトンボがたくさん飛んでいたの

で自然と子どもたちも集まった。

トンボは、もっばらサデ（捕虫網）でとったが、

特に釣ってとることをトンボッリと言った。テグ

スはまだ手に入らなかったので、細い竹竿（オン

ナダケ＝シノダケ）に木綿糸を結んで釣り針をつ

けた。 ・エサは家の蝿をとり、釣り針に引っ掛けて

飛ばしておいた。浜の蝿はコバエなので使わな

かった。トンボは人影を見ると次第に商く上がっ

てしまうので、しゃがめばトンボも下りてくるだ

ろうと思い、しやがんで待ち伏せていきなり飛び

上がってとろうとするが、なかなかとれなかった。

その中をフジやカンノがすいすい飛んでいた。な

お、オショウロはオウライにはあっちからこっち

までいっばいに飛んでいるが、高くてなかなかと

れない。トンボは南北に飛ばずにオウライに沿っ

て東西に飛ぶという。また、夕方、薄暗くなって

くるときが最も多く飛んでいる。遅くまでトンボ

をとっていると、「バカスケ、いつまでトンボと っ

てんだ。トンボを佃煮にして食うつもりか」と、

よく叱られた。

〈センミ〉 今で言うセミのこと。センミには多

くの種類があり、その鳴き声から呼び分けており、

鳴き声がそのまま名前になっていた。ミンミンと

いうのは今のミンミンゼミ、シャーシャーという

のは今のクマゼミ、カナカナというのはヒグラシ

にあたる。いちばん多いのはジージーで今のアブ

ラゼミ。また、ツクックボーシが鳴き始めたら秋

が近づいてきた証拠だった。特にツ クックボーシ

は、鳴き声が「..・・カーイーヨー、カーイーヨー」

と嗚いてきたら鳴き止む直前となるので、もうと

れない。アプラゼミ、ヒグラシなどの名を言うよ

うになるのは、学校に通うようになってからで、

理科などで知った。

〈ブンブン〉 現在ではコガネムシなどと呼ぶこ

とが多い。かつてはいくつかの種類に分けて呼ん

でいた。まず、金色に光っているやつがカナプン

プン、茶褐色のやつはオバアと呼んでいた。これ
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はケヤキの木を揺すると落ちてきた。また、つか

まえると手が汚れてしまうようなものをクソブン

ブンといい、畑の大豆にうじゃうじゃいたという。

〈ゴロウ ・ジュウロウ〉 今で言うカブトムシの

ことだが、カプトムシと呼んだことはなかった。

一概にゴロウ、ジュウロウと呼んでおり、特に雄

をゴロウ（五郎）、雌をジュウロウ（十郎）と呼

んだ。これは曽我物語の曽我五郎時致と十郎祐成

兄弟の仇討ち伝説にちなんだもので五郎は力持ち

であるという伝承から雄をゴロウと呼んだのだろ

うという。

〈サムライ〉 木の根元の地中にフクロをつくつ

ている蜘蛛のこと。特にマサキと竹の垣根の根元

に多かった。フクロを引っばるとスーと抜けるの

で、それらを集めてきて蜘蛛を出し、フクロをぐ

るっと丸にして土俵とした。そのなかで 2匹のサ

ムライを勝負させる。負けると腹を切って死ぬの

で、サムライの呼び名があるのだという。勝って

も傷だらけになると、「切腹させんべえ」という

ことになり、サムライをつまんで折り曲げてやる

と自分で自分の腹を切った。

〈ホタル〉 かつては珍しくなかった。ホタルを

とるには田のあるようなところへ行き、捕まえる

と蚊帳の中へ放した。灯火管制以降の特に昭和16

~18年頃は、夜はいっそう暗くなったのでホタル

が目立った。夜、夕涼みにオウライヘ出るとホタ

ルが飛んでいたので、よくウチワで追った。

くチョウチョウ〉 モンシロ、カマクラチョウチョ

ウなどの名を覚えている。カマクラチョウチョウ

は黒くていちばん大きなチョウチョウだった。飛

んでいれば追いかけたが、なかなかとれず、棒で

たたいて落としたりした。

〈バッタ、ガチャガチャ、スイッチョ〉 バッタ

にはクソバッタ、オンメなどと呼ぶものがあった。

両足を揃えて持ち、「オンメハタオレ、ハタオレ」

とはやして遊んだ。竹や草の茂みのところをボ

サッカ、またはボサッカブラと言い、そのような

場所にはガチャガチャ、スイッチョなどがいた。

ガチャガチャは今で言うクツワムシ、スイッチョ

はキリギリスのことで、やはり嗚き声からの名前。

これらを竹カゴに入れて飼い、キュウリやナスを

与えて嗚き声を楽しんだ。

〈クビキリ〉 キリギリスをスマートにしたよう

で、羽を押さえてどこでもいいから噛み付かせ、

引っ張ると首がとれてしまうことからの呼び名。

思い返してみれば、とても残酷な遊びだったとい

う。
くチョッチョッ〉 春になると「チョッチョッと

りに行くべえ」と言った。チョッチョッというの

はホーホケキョと鳴く前のウグイスのこと。

〈ヤマンバ ト〉 ヤマンバトは「ドテッポー、 ド

テッポー」という太い声で鳴くのですぐ分かった。

〈メジロ〉 メジロも多かった。秋が深まる11月

末になると川勾神社付近や吾妻山の頂ヘメジロと

りに行った。霜が下りてからとったメジロはシ

モックイといい、死にやすい。メジロを売るには

雄の方が高く、雌は半値になってしまった。

〈スズメ〉 スズメは冬にいちばん目についた。

木の股とゴムでパチンコを作り、道路の小砂利で

当ててとった。

〈ニワトリ〉・ ニワトリは農家以外の家では飼っ

ていなかったので卵は貴重だった。お見舞いへ行

くのに、卵10個持って行けば、それだけで十分だっ

た。持って行くときは、お菓子の箱（ボール紙）

にモミガラを入れ、その中へ並べて持って行った。

〈カガミッチョ〉 カガミッチョというのは、 ト

カゲの子どもみたいな小さなもののこと。指でさ

すと、指の先から腐ってしまうと言うので、親指

を中に入れてこぶしで指さした。

〈ヘビ〉 ヘピも多かった。アオダイショウは二

ワトリの卵を狙いにくる。草葺きの家には、ネズ

ミを狙うヘビが住んでいた。ツバメなどの卵をそ

のまま飲込むと、高いところから自分で落ちた。

シマヘビやジモグリはどこでもいた。また、山へ

行けばヤマッカガシを見ることができた。ヘピが

たくさんいたのは、米や大豆などの穀物を求めて

ネズミがたくさんいたからだという。戦後、瀬戸

物の卵をニワトリ小屋の中に置いておき、それを

ヘピが飲んで死んでしまったということがあった。

ただし、海寄りの子どもたちは、あまりヘビの種

類について詳しくはなかった。

〈イヌ〉 イヌを飼っていた家は珍しかったがノ

ライヌは多かった。ノライヌを捕りにくる人がお

り、イヌッコロシと呼んでいた。

（ネコ〉 ノラネコも多かった。ノラネコにとら

れないように、魚を入れるオケには蓋があり、こ

れをヨウバチと呼んでいた。

〈その他〉 このほかにムカデやイモリもいた。

ただしイモリは年寄はいたというが、自分は見た

ことがない。植物ではウズランメ（ユスラウメ）

やグミ、ナツメ、スイカンボ（イタドリ）、ニッ

キなどが食用になった。グミは渋かった。ナツメ

は台風が通過すると落ちるので拾って食べた。木

になっているうちはまずく、黄色くなったものが

いい。スイカンボはなるべく根元の太いクキの部

分を食べた。塩を付けなければ食べられなかった

ので、紙に塩を包んで持っていった。ニッキは祭

りなどで買った。生のままではだめなので、根を

堀ると干してからしゃぶった。また、ヘビイチゴ

はヘビが食うといって食べたことはない。なお、

アオウメは、食べたら死ぬと言われ、その時季に

なると親や先生から厳重に注意された。アオウメ

を食べて実際に死んだ子もいたという。
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さまざまな遊び

（カクレカンジョウ〉 秋になるとよくやった。

やっていると夢中になってしまう。秋の日暮れは

ツルベオトシで「すぐ暗くなっちまうから よせ」

と、よく言われた。天狗さんにさらわれちまうと

も言った。「やれ、どこの村のだれそれは天狗に

．．．．」という言い方をした。その後「人さらいに

さらわれてサーカスに売られちまう」と言うよう

になった。「神隠し」という言い方はしなかった。

くコマ〉 暮れから正月にかけてはコマ回しが盛

んになった。コマの回し方には男回しと女回しが

あった。斜め上や横から投げるのが男回しで、手

前から向こうへほうり投げるのが女回しだった。

勝負の仕方は、まず女回しで一斉に回した。回ら

ないコマはビリッコマといった。いちばん寿命の

長い（長く回っている）ものがテンカとなる。そ

の前がテンカシタとなり、いちばん寿命が短かっ

た者がビリとなる。次にビリがいちばん最初に回

し、次はビリのコマにぶつけるように回していく。

コマは鉄コマだったので、ぶつけたときカネワに

あたるのをカネワ、その下にあたるのをゴック、

上に当るのをノートーと言った。ゴックはうまく

当たると相手はふっ飛んで消されてしまう。カネ

ワの場合は、下の者が2つのコマを紐で囲い、両

手でガチンと当てると上になれた。「ノートッコ

マは消しなっせ」といい、やられた方のコマは問

答無用で消した。なお、テンカのコマがテンカシ

タのコマよりも早く終わってしまえばテンカは入

れ替わった。また、テンカでもコマが回らなけれ

ばビリッコマなのでピリとなった。寿命を延ばす

ために、コマを回す麻紐ではたくとフサが切れて

どんどん少なくなるので、ゲタやゾウリではたいた。

〈カルタ、スゴロク〉 ともに正月に遊ぶことが

多かった。カルタはイロハガルタで、戦中は兵隊

ものが多かった。

〈竹馬〉 正月にやることが多い。足をのせると

ころは竹の節を利用し、割ったマキ 2本で竹を挟

んで前後を針金で綽った。足が地についているよ

うな低い竹馬はゾウリと言った。節で数えて 1

段・ 2段といい、高いのに乗って得意になった。

また、片方を肩に担いで片足で飛ぶのをテッポウ

と言い、「テッポカツイダヘイタイサン・ ・・・」と

歌いながらやったが、いちばんむずかしかった。

〈氷〉 冬の朝は氷がオモチャだった。氷をとっ

てきて割ったり投げたりした。赤くなって痛い指

先をかがめ、一生懸命に息を吹きかけて暖めたが、

シモヤケやアカギレがよくできた。

〈ウマノリ〉 男子が冬場にいちばんやった遊び。

オウライを横切ってやった。 2組に分かれ、電柱

を利用して小さい者が立ち次々に前の者の股に首

を突っ込んで馬になる。乗り手は反対側の家の前

から助走して飛ぶ。馬が10数えるうちにつぶれた

り、全員が乗り終わらないうちにつぶれたら、も

う1回馬をやらなければならなかった。そこで、

いろいろな作戦をたてながらやった。このウマノ

リは、朝、 学校へ行くために全員が集まるので、

その時にやることが多かった。

くオシクラマンジュウ〉 ．これも冬の遊び。地ベ

タに輪を書き、その中に外を向きながら尻と背中

で押し合う。そこからはみ出すと負けになった。

「オシクラマンジュウ、オサレテナクナ」と繰り

替えし言いながら押した。寒中でも小汗をかいた。

〈テンツキ運動〉 しゃがんだ姿勢から、天を突

くように大きく伸び上がるしぐさを繰り返す。戦

争が激しくなるにつれ、寒いというと学校で先生

がよくやらせた。

〈石ケッチン〉 今で言う石ケリのこと。主に冬

にやった。

くブッツケ〉 メンコのこと。絵柄は、戦前には

八幡太郎義家や楠正成が多く、大きなものほど偉

い武将が描かれていた。戦時中は軍人の絵柄が多

くなった。なお、いずれも丸型が主流だった。買っ

てくると、菓子折りなどのボール紙を裏へ何枚も

重ねた。こうすると重たいので負けなかった。

くカッチン玉〉 ピー玉のこと。なお、石ケッチ

ンでは石を取られることはないが、プッツケと

カッチン玉は真剣勝負なので負けたら取られた。

〈兵隊ごっこと戦争ごっこ〉 兵隊ごっこという

のは幼年の子どもたちがやるもので、チャンバラ

だった。年齢が上になると戦争ごっこになった。

匹争ごっこは、 4月3日のオセックに遊ぶもので、

＿手に分かれて山と浜の土手に陣取り、合戦をし

た。学年によって階級がつき、少尉になると 8番

線の針金でサーベルを作り、畑へ数え切れぬほど

突き刺して光らせておいた。太い青竹に水とカー

バイトを入れ、マッチで根元の小さな穴に火をつ

けて大砲と称した。

〈勲章ごっこ〉 王冠はめったになかったが、ビー

ルやサイダーの王冠が手に入ると胸につけて遊んだ。

くタンク〉 昭和 9年に拡幅と新道が完成し、真

ん中だけコンクリートで舗装されたオウライを演

習の行き帰りのタンク（戦車）が時折通った。ガ

ラガラという勇ましい音が風に乗って遠くから聞

こえてくるので、外へ飛び出して手を振った。敬

礼をすると天蓋をあけて顔を出している兵隊さん

が敬礼をしてくれた。

〈アタマサワリ〉 クビに手を当てられたら負け。

二手に分かれて頭を触られたら死に、最後にどち

らが生き残るかで勝ち負けが決まった。明治39年

生まれの親父はクピキリという名で呼んでいたが、

大正末期頃からクビからアタマになったといい、

どちらもふつう左手で防ぎ、右手で攻め、 1人生

き残った方が勝ちとなり、何回もやった。

〈デンシンオニ〉 主に学校の帰りに同級生で遊
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んだ。道路を横断しながら電柱から電柱へと渡っ

ていく。電柱に触っていればオニにつかまらない

が、離れたときに体を触られるとオニになる。

くナワトビ〉 姦の縄を使って大勢でやった。オ

オナミコナミとか、回し手が「オジョウサン、オ

ハインナサイ」と歌うとすかさず「ハーイ」とい

いながら入ったり、電信柱に触って戻ってくるな

どのルールがあった。どちらかと言うと女子の遊

びだが、女子のやっているところへ男子がいたず

ら心で飛びに入ったりすることもあった。ただし、

「電信柱に触って戻ってくる」のは主に男子で、

自動車がたまにしか通らないオウライで盛んに

やった。いずれも、つかえると交代して縄の回し

手となつた。

〈ゴムトビ〉 女子の遊びだが、小さい頃には男

子も混ざってやった。一段、二段と上げていき、

失敗すると交代となった。

〈オママゴト〉 寒いときは、じっとしている遊

びはやらない。春になって暖かくなり草花が芽を

出すと、タンポポなどの野草や、秋口には野菊な

どの花をとってきて遊んだ。地ベタに線を引いて

そこに座ったり、大人の目をごまかしてゴザを持

ち出して座った。女子の遊びだが、小さい頃はお

父さん役などで男子も入った。学校へ上がると「オ

トコとオンナがマンメンチ」とはやされ、男子は

軽蔑された。

〈オテダマ〉 女子の遊び。「オヒトッ、オヒト

ツ、オヒトツのオサーライ」と歌いながらおこな

う。手遊びとしてはアヤトリも盛んだった。

くセッセッセ〉 女子の手遊び。歌は「夏も近づ

く八十八夜・・・・」、ヒロセ中佐の「トドロクッツ

オト・・・・」が主だった。

くマリ ッキ〉 マリッキの歌のうち「あんたがた

どこさ・・・・」は戦後に盛んになった。それ以前は

「イチレツダンパンハレッシテニチロセンソウ

．． ．．」と歌っていた。

くその他〉 オウライで、「モロコシモロコシ

アノコガホシイ コノコガホシイ」と二手に分か

れて歌いながら、前に出たり退ったりして遊んだ。

また、「カゴメカゴメ」、「トオリャンセ トオリャ

ンセ」などや「ぬり絵」、「着せ替え」などのほか

に、行事やお祭りに行くことも楽しみのひとつ

だった。話者は、昔の子どもは遊びの天才であっ

たといい、さまざまな物を使って野山や原っばを

駆け回り、手足が傷だらけになろうと、衣服が破

けても、さらに川や海でドンブラゲ（ずぶ濡れ）

になっても懲りずによく 遊んだという。

まとめにかえて

今回の調査で気づいた点をいくつかま とめてお

きたい。まず 1点めは、 遊びに季節感が感じられ

ることであろう 。本報告では遊びの種類を把握し

やすくするために季節ごとに区分する方法はとら

なかったが、遊びの記憶が季節の情景とともに思

い出される傾向があった。ただし、現在の子ども

たちの遊びに季節感がないという訳ではなくもち

ろん一部では当時と変わらぬ遊びが生き続けてい

ることもあるに違いない。もっとも、現在の子ど

もたちの遊びを精査している訳ではないため、単

にノスタルジックに述べることは避けたいと思う

が、大局的にみれば確実に季節感が薄れつつある

ことも事実だろう。まして、話者のように正月や

盆、彼岸、四大節、あるいは地域の祭礼などの行

事と絡み合わせて語られるような遊びの要素とは

かなり違ってきていることがうかがえる。ここで

は、ひとりひとりのもつ遊びのレパートリー、あ

るいは集団での遊びの内容やそれにかかわる規律

などを比較する材料は持ち合わせてはいないが、

それらは質的に大きく変わってきているであろう

ことが想像される。

2点めは、動植物の裡称をしつかりと把握する

必要性を感じたことである。ある意味では当然の

課題ではあるが、裡称と現在の一般的呼称（ある

いは標準名）とを照会しながらの調査は意外と手

間のかかる作業である。近年、拙館や近在の博物

館などで「セミの脱け殻調査」がおこなわれてい

る。これは、脱け殻の種類や個体数を調べること

により、環境指標とも成り得るセミの生息分布を

把握しようとしたものである。このうち、南方系

の種であるクマゼミについての発生状況を知るた

め、調査員は脱け殻の採集に加えて、過去の情報

を得るために年配者に聞き取りをおこなうことも

あったようである。ところが、調査を受けた話者

がクマゼミの名称を知らなかったため、調査員の

質問内容に対応できなかったという話がある。こ

のように、話者と調査員との世代差のため名称を

共有できないことによる弊害例も出ている。もち

ろん、これは民俗調査の際にも大いに参考になる

教訓といえよう 。

さて、 3点めは話者自身が「昭和15年」という

年代をひとつのタ ーニングポイントとして認識し

ていることである。確かに昭和20年の戦争終結を

機に、体制的に大きな転機を迎えたことは事実で

あるが、日常の暮らしぶりにおいては、物資の統

制を受けて配給制が敷かれるようになった時期こ

そ大きな転機であったとのことである。そして、

話者が尋常高等小学校に入学した記憶と相侯って

昭和15年が印象的に語られている。今後、同話者

からさまざまなテーマにおいて継続して聞き取り

をおこなっていく中で、昭和15年という時期を十

分留意しながら調査していきたいと考えている。

（当館学芸員）
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